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建築地域設定
建築地域の登録・編集をします。地域ごと特有金額の別途付帯工事がある場合、
”地域特性工事”として設定し、見積作成時に別途付帯工事を追加する手間を省けます。

３　　建築地域/地域特性工事とは

５　　建築地域設定

８　　地域特性工事設定



建築地域を登録すると見積作成画面のプルダウンに追加されます。

１-１　建築地域/地域特性工事とは

３



建築地域を設定すると、建築地域に紐づく地域特性工事が自動で別途付帯工事に追加されます。
このように地域特有の金額がある工事は、予め設定しておくと都度追加する手間を省けます。

１-２　建築地域/地域特性工事とは

４



新規で建築地域を登録する際は【建築地域作成】をクリックします。

２-１　建築地域設定

５



建築地域名や必要に応じてヘルプなどを入力します。
保存すると以降作成見積から反映されます。

２-２　建築地域設定

６



登録された建築地域は　　アイコンをクリックすると、内容の変更ができます。

２-３　建築地域設定

７



建築地域を設定をしたら【地域特性工事設定】をクリックします。

３-１　地域特性工事設定

８



登録されている工事は地域別に金額が設定されています。
新規登録する際は【地域特性工事 作成】をクリックします。

３-２　地域特性工事設定

９



工事名と各建築地域に紐づく見積単価・想定予算単価を入力します。
また、有効にしない地域はチェックを外してください。

３-３　地域特性工事設定
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登録された地域特性工事は　　アイコンをクリックすると、内容の変更ができます。
また、登録数に上限はありません。

３-４　地域特性工事設定
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